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1.
プロセスを俯瞰するメリット



典型的なデータ変換/加工作業 (改善前)
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典型的なデータ変換/加工作業 (改善後)
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Waha!により
• 可視化
• 効率化
• 自動化し、
誰が実行しても同じ品質、同じ結果に

サービス化



データ変換・加工の効率化を検討する際のリスク
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◼データ項目レベルの改善を検討していると視野が狭くなってしまい
◼現状ベースの効率化・自動化になりやすい

◼そもそもなぜこの情報が必要なのか?
◼そもそもなぜファイルに落とす必要があるのか?
◼そもそもなぜこの変換が必要になるのか?

プロセスを俯瞰すると見えてくる



プロセスを俯瞰することで見えること
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この範囲でフォーマットを標準化すれば
Cさんのデータ変換・加工は要らなくなるのでは?
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2.
プロセスの体系的な描き方



体系的なプロセスの整理法
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Level
1

Level
2

Level
3

組織横断視点 目的/粒度感

Level
4

● 全社レベルの目次

● 役員/管理職クラスが理解でき、議論
や改善指示ができること

● 業務改革やシステム導入ではPJス
コープをL2で語ることが多い

● その業務を実際に行う担当者どうしが理解
でき、現実と乖離がないこと

● “ハンドオフの単位”で描く

● その業務を実際に行う担当者が自分の中で
わかっておけば良いレベル (システム操作や作
業上のHow To)

インデックス

バリューチェーン/プロセスマップ

業務フロー

業務マニュアル/テクニカルフロー

組織視点

人が行う業務は
Ranabaseに内蔵のテキ
ストエディタで業務マニュア
ルを作成、または既存のマ
ニュアルへURLリンク

営業

事業部

販売 生産 経理事業A 事業B

A社

B社

見積 受注 手配 売掛 買掛 経費代理店

RPAやETL等のツールを活
用したテクニカルな処理を定
義したい場合は業務L4のテ
クニカルフローやER図を描く



(Level2) ある事業のEnd to Endプロセス
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価格改定

生産計画

生販調整

商談・見積・受注 引当

指図登録

完成品入庫

国内出荷・検収

配船・船積・インボイス発行
入金・回収

値引申請
特注申請

年度計画

販売計画

製品登録

製造



(Level3) 組織・役割の狭間が課題の金脈
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商談 見積 受注

代理店 営業担当 代理店 営業担当 営業上長 事業部 代理店 営業担当 営業上長 事業部



Ranabaseのフロー表記法
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依頼者 〇〇担当者

〇〇を依頼
された

AAAを
BBBに

変換する
インプット アウトプット

Xの場合 Yの場合

システム名
(画面名)

● ロール (誰が)

● イベント (どんな条件で)

● ファンクション (何をする)

● データのイン/アウト

● システム機能

が的確に言語化できる表記法を採用。

組織や役割を横断して、データの流れ
を追ってゆくことで、無駄や非効率性に
気づく

データ データ



プロセスはデータとファンクションの連鎖
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(Level4) 人が行う業務の場合
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Level3

Level4 (業務マニュアル)



(Level4) RPAの場合
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Level3

Level4 (テクニカルフロー)

• RPAが自動実行する処理を描く
• 参照されるマスタやインプットファイル
• 利用する画面
• 出力されるログファイル
• マスタ不備でエラーになるケース
等が明記されると良い



(Level4) ETLの場合
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Level4 (ER図)

Level3



近い将来はWaha!のジョブを呼び出せるようにすることを企画しています
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Level3

Waha!のジョブフロー



(再掲) 体系的なプロセスの整理法
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Level
1

Level
2

Level
3

組織横断視点 目的/粒度感

Level
4

● 全社レベルの目次

● 役員/管理職クラスが理解でき、議論
や改善指示ができること

● 業務改革やシステム導入ではPJス
コープをL2で語ることが多い

● その業務を実際に行う担当者どうしが理解
でき、現実と乖離がないこと

● “ハンドオフの単位”で描く

● その業務を実際に行う担当者が自分の中で
わかっておけば良いレベル (システム操作や作
業上のHow To)

インデックス

バリューチェーン/プロセスマップ

業務フロー

業務マニュアル/テクニカルフロー

組織視点

人が行う業務は
Ranabaseに内蔵のテキ
ストエディタで業務マニュア
ルを作成、または既存のマ
ニュアルへURLリンク

営業

事業部

販売 生産 経理事業A 事業B

A社

B社

見積 受注 手配 売掛 買掛 経費代理店

RPAやETL等のツールを活
用したテクニカルな処理を定
義したい場合は業務L4のテ
クニカルフローやER図を描く
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3.
可視化したプロセスでDX推進



ファンクション毎の改善ステータスを一覧化
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業務記述書(例)

業務ステップ毎の属性を登録
• 処理区分(マニュアル/自動化)
• 属人化度(大/中/小)
• 所要時間(1回あたりの平均工数)

エクセルにダウンロード可能

◼ Ranabaseで業務フローを描くと、業務の明細をスプレッドシート形式で出力できる



改善対象の明確化とDX推進状況が定量化できる
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KPI 2022年 2023年 2024年

L3ファンクション数 2,760 2,723 2,698

自動化率 21% 28% 34%

属人化比率 56% 52% 48%

所要時間合計(分) 12,764 10,438 9,822

● ファンクション数が減る

● 自動化率が上がる

● 属人化の度合いが下がる

● 所要時間(※)が下がる

(※) 1ファンクションあたりの所要時間の総和
実際の業務工数とは異なります

DX推進により

手作業の全ての業務を改善対象として、組織毎のDX進捗を定量評価することができる



業務フローから改善の気づきを得て課題定義・施策検討
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気づき

課題

施策
(変革ポイント)

業務フローに改善
への気づきを収集

• マスタやフォーマットの標準化
• システムの統合
• もっと上流でデジタル化

業務フロー(L3)

白板



プロセスを軸にして改善サイクルを回し続ける
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課題の要因分
析

施策の立案気づきの仕分け

レ
ベ

ル
1

レ
ベ

ル
2

業務プロセスの可視化

レ
ベ

ル
3

気づきの収集

課題1

課題2

最新ITソリューションを
組み合わせた改善策の実装

ETL, RPA, ローコード開発等

プロセスの変更

業務マニュアル化

日々の実践
と振り返り

業務改善サイクル

業務手順書

動画



Ranabaseの詳細はWebサイトで
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4.
まとめ



まとめ
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◼データ(情報)は組織を横断して流れる

◼体系的にプロセスを描き、DX推進の地図として使うことで、

◼データの発生・連携・加工・配信の流れが俯瞰され、より根本

的な改善策に気づくことができる

◼改善策の横展開につながる

◼継続的に改善サイクルを回し続けることができる



～真のデジタル変革パートナーを目指して、お客様と共に～
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Create Your Business Value
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